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〜
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
の
手
で
創
る
！
〜

夢

町
民
の
数
だ
け
多
様
な
『
私
』
が
い
て
、
多
様
な
価
値
観
が
あ
り
ま
す
。
南
部
町
は
、

そ
れ
ら
を
互
い
に
受
け
止
め
、
認
め
合
い
、
誰
も
が
自
由
で
健
や
か
に
過
ご
せ
る
地
域
社

会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
解
決
で
き
る
地
域
の
課
題
は
、
地
域
の
方
々
で
相
談
し
、

解
決
し
て
い
く
。
自
分
た
ち
で
暮
ら
す
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
創
っ
て
い
く
と
い
う
地
域

自
治
組
織
の
体
制
作
り
を
目
的
に
新
た
に
地
域
政
策
課
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
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地域自治組織の体制（案）

地域振興協議会（地域住民）

事務局（町職員・保健師）

　今の地区公民館運営協議会のような組織（地域振興 
協議会）を新しく作ってもらい、その事務局には町の 
職員を２～３人配置します。 

　地域の皆さんが話し合いで解決できるような仕事を 
やっていただきます。 
　これは町がやっていた仕事を地域に依頼するという 
ことで、地域分権といいますが、地域の組織でありま 
す地域振興協議会に町の権限や財源を移譲します。 
・災害など緊急事態が起きたときの地域対応 
・一人暮らし老人のケアなどの地域福祉 
・公園の清掃・除草 
・子ども会活動や子育て支援活動　など 

組織体制

主な仕事

平
成
12
年
か
ら
始
ま
っ
た
分
権
改
革
は
、
明
治
維
新
、
戦
後
改
革
に
次
ぐ
第
三
の
改
革

と
言
わ
れ
て
お
り
、
国
と
地
方
の
関
係
は
上
下
・
主
従
か
ら
対
等
・
協
力
へ
と
改
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
地
方
分
権
の
流
れ
の
な
か
で
南
部
町
が
自
立
し
た
自
治
体
と
し
て
生
き
残

っ
て
い
く
た
め
に
は
、
国
か
ら
地
方
に
分
権
が
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
に
町
行
政
の
持
つ
権

限
や
財
源
を
地
域
（
地
域
振
興
協
議
会
）
へ
移
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
地
域

に
住
む
人
た
ち
が
協
力
し
て
、
自
分
た
ち
の
住
む
街
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
活
動
が
で
き

る
よ
う
な
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
。
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国

目指すまちづくりの方向

県 全国で同じような
町ができてきた

地方自治体 町 村市

市 民 町 民 村 民

今までの中央集権型システム（行政主導型）

目指すまちづくりの方向

地域のことは地域で考え、
地域で決める！

町民と行政で協働で創っていく
オンリーワンのまちづくり

これからの地方分権システム（住民・行政協働型）

住 民 国・県地方自治体
（市町村）
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